
現在地球上には数多くの生物が様々な

環境に生息しています。私たちはこの

「生物の多様性」が、どのようにして獲得

されてきたのか、明らかにしたいと考えて

研究を行っています。多様性の獲得に

は、生物の形、性質を決定する設計図で

ある「遺伝子(DNA)」が重要な役割をは

たしているのではないかと考えています。

そこで私たちはアフリカ大陸の湖に生息

している「シクリッド」と呼ばれる魚類を

用いて生物の多様化と遺伝子の関係

性を探ろうとしています。シクリッドは非常

に種数が多く様々な形（大きさ、体色、

体型）をしているので、生物の多様性と

遺伝子の関係を探るのに最適な生物で

あると考えられます。私たちは、シクリッド

の遺伝子を様々なアプローチで比べ、実

際に性質の違う遺伝子を発見しました。

ポスターを見て、実際にシクリッドのどん

な遺伝子に注目し、どのようなアプロー

チをしているか興味を持った方は質問し

てください。

生物の進化・多様性をゲノムから探る
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顎（あご）と免疫系の進化
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ヒトの免疫系には、莫大な数の外来抗

原を個別に認識して、排除する能力が備

わっています。これは、遺伝子再構成に

より多様性を生み出す抗原レセプターと

呼ばれる分子が存在するからです。この

ようなレセプターは、体を守るうえでたい

へん重要な役割を担っていますが、すべ

ての動物に存在するわけではありませ

ん。脊椎動物の中でも顎をもったものに

しか存在しないのです。いったい、外来

抗原を個別に認識するしくみ（適応免疫

系）は、どのようにして誕生したのでしょう

か？われわれの研究グループでは、顎を

もたない脊椎動物であるヌタウナギやヤ

ツメウナギを研究対象として、この問題

の解明を目指しています。これまでの研

究から、顎をもたない脊椎動物から顎を

もった脊椎動物が誕生するまでの間で

生じたいくつかの出来事が、適応免疫系

の出現に不可欠な役割を果たしたことが

分かってきました。それはどんな出来事

だったのでしょうか？ポスターを見ながら

質問してください。
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洞窟魚（メキシカンテトラ）の地上型から
洞窟型への進化に関わった遺伝子を探索する

五條堀　孝 国立遺伝学研究所展示責任者

メキシコ北東部に生息している魚、メキシ

カンテトラには、生息環境の違いに起因

して、地上型（図1A）と洞窟型（図１B）

が認められます。洞窟型の個体群はどの

ように暗黒環境に適応していったので

しょうか？また、どのような種類の遺伝子

が地上型から洞窟型への進化に関わっ

ているのでしょうか？同一種において地

上型と洞窟型が認められるメキシカンテ

トラは、こうした興味深い問題を研究す

るのに最適な生物種といえます。本研究

では、一度に大量の遺伝子の発現を見

ることができるcDNAマイクロアレイを用

いて、地上型から洞窟型への進化に関

わる遺伝子を発見することを試みました。

およそ3,000種類の遺伝子の発現を調

査した結果、洞窟型では血液の酸素運

搬に関わるトランスフェリンの遺伝子の

発現が、地上型では、眼のレンズを構成

するタンパク質、クリスタリンの遺伝子の

発現が高いことがわかりました。

cDNAマイクロアレイを用いた遺伝子発

現解析方法について、また、上述した遺

伝子の他に、どのような遺伝子の発現に

差が見られたのかについて、ポスターを見

ながら是非、質問してください。会場では

洞窟型の個体を実物展示いたします。ご

覧ください。
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屋久島の縄文杉はどうして何千年も生

きられるのでしょうか。それは、植物が細

胞をいつまでも作り続けることができるか

らです。でも、体中のあちこちで細胞が増

え続けていたのでは植物全体がガン細

胞の固まりのようになってしまいます。植

物がきちんと育つには、ずっと増え続ける

ことができる細胞と体の組織を作ってい

る細胞が正しい運命にわかれていくこと

が大切です。私たちヒトと同様、植物の

体はたった１つの細胞、受精卵から始ま

り、様々な種類の細胞を正しく作り分け

てできていきます（図１）。１つの細胞から

スタートしていろいろな性質を持った細胞

へとどのように運命が決定されていくの

でしょうか。

ところでコケは日本の庭園を代表する風

景を醸しだし、また国歌にも登場する私

たち日本人の文化とは切りはなせない植

物です。実は、このコケ、細胞の分化（運

命）を研究する上でもとてもよい材料な

のです（図２）。私たちはコケのゲノムを

読み解き、細胞の運命を決めるしくみを

調べています。植物がどのように細胞の

役割分担を決めていくのか、また、何千

年にもわたり新しい細胞を作り続けるこ

とができる植物の能力とはどんなものだ

と思われますか。

コケ！で知る植物の運命、進化

藤田知道展示責任者
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（図）多様なシクリッドの一例
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（図1）メキシカンテトラ。A：地上型、B：洞窟型

（図2）cDNAマイクロアレイ

（図2）細胞の運命を決めるものは何なのか

（図1）研究材料のヒメツリガネゴケ（左）とその横断面
に見られる様々な細胞（右）

（図1）顎（あご）と免疫系の進化：無顎類は不思議な生物？

（図2）ヌタウナギ Eptatretus burgeri
（採集地：神奈川県 三崎沖）


